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要約 

吸入エアゾール剤(MDI)は COVID-19 における主な疾患部位への医薬品の効率的な送達手段

として注目される一方で、使用経験が無い患者での適切な使用が課題となる。本研究ではド

ラッグリポジショニングとして検討が進むオルベスコ吸入剤（シクレソニドを含有する吸

入エアゾール剤 MDI）使用時における、5 種のスペーサー（吸入補助具）の有用性を検証し

た。ネクストジェネレーションインパクターを用いて、スペーサー有り・無し時における、

オルベスコ吸入剤から放出されるシクレソニド粒子の空気力学的粒度分布を測定した。吸

入と噴霧を同調した条件では、スペーサーの使用により、3 m 以下のシクレソニド微粒子

の量（FPD）がスペーサー不使用時と比較して同程度かわずかに増加し、インダクションポ

ートへの付着量は大きく減少した。一方、薬物の噴霧からポンプ吸引までのインターバルが

長くなるにつれて FPD は減少し、その程度は 5 つのスペーサー間で異なっていた。以上よ

り、オルベスコ吸入剤使用時におけるスペーサーの有用性とともに、噴霧と吸入のインター

バルを短くすることの重要性が示された。 

 

 


